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「スマート構造J (Smart structure)は、今から 10数年前に、航空機や宇宙構造

物の構造体に振動制御、形状制御、構造健全性モニタリング (Structuralhealth 

moni toring)などの機能を付与するために提唱された構造技術であり、ピエゾ素子、

超磁歪素子、光ファイパなどのアクチュエータ/センサー機能を持つ「スマート材

料」を、埋め込んだり、貼り付けたりして「構造部材に融合Jさせ、構造物に筋肉

/神経の機能を持たせた構造が典型的なスマート構造である。

建築・土木の分野でも数年前からスマート構造の研究が始まっている。この場合

のスマート構造は、パッシプ/アクティプ/セミアクティプ免震・制振などの構造

制御の内、スマート材料を用いた構造制御と、構造健全性モニタリングを含んだ技

術を指す場合が多い。ただし、スマート材料は主要な要素として用いられてはいる

が、必ずしも構造部材に融合しているとは限らない。

本講演では、ピエゾ/超磁歪アクチュエータによる建築構造物の風/地震応答の

アクティプ制振、精密生産施設のアクティプ微振動制振に関する研究成果を紹介す

るとともに、建築・土木構造物におけるスマート構造の将来を展望する。
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